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３ 要旨 

「あかつき」におけるモモジョイント V 字トレリス樹形（以下「JV」という。）は、慣行
（開心自然形）と比較して、早期多収性があり、樹齢 10 年生になる 2023 年には 10a 当たり
3,000 ㎏以上の収量が確保できた。JV の果実品質は慣行とほぼ同等であるが、収穫期が遅くな
る。 

                                                                                                                          

（１） JV の収量は樹間 1.5ｍ（以下「JV150」という。）、樹間 2m（以下「JV200」という。）とも
に定植４年目（2019 年）から 10a 当たり約 3,000 ㎏となり、慣行と比較して早期多収性が
ある。以降もおおむね 10a 当たり約 3,000 ㎏以上を維持している（図１）。 

（２） JV の過去３カ年の収穫盛期は慣行と比較して 5～６日遅い（表１）。 
（３） 果実重は慣行と比較して小さい傾向にあるが、その

他の果実品質も含めて有意な差はない（表１）。 
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図１ モモ JV 樹形の収量推移 

表１　モモJVの収穫期と果実品質（2021～2023年の平均値）
樹形 収穫盛 果実重 着色 硬度 糖度

（月/日） (g) 指数 (kg) (°Brix)

JV150 8/1 277.9 5.0 2.31 12.5

JV200 8/2 275.6 4.9 2.32 12.4

開心自然形（対照） 7/27 319.5 4.9 2.33 12.6

注）着色指数は果実の果頂部から赤道部までの着色を割合に

　　より１～５段階で評価したもの


